
き
へ
満
足
の
出
来
な
い
文
明
で
あ
る
の
に
拘
ら
ず
、
我
闘

民
が
、
わ
ず
か
三
四
十
年
間
に
共
の
外
形
を
模
擬
し

τ、

是
仁
依
っ
て
、
異
の
幸
一
珊
を
得
や
う
ど
考
へ
た
の
は
明
か

不
用
意
極
ま
る
事
で
あ
り
ま
す
。

我
ι
干
の
一
切
の
行
錯
を
支
配
す
る
も
の
は
あ
仁
炉
、
我

ム
伊
の
境
遇
e

管
制
し
、
蓮
命
に
堪
え
行
く
所
の
カ
を
輿
ム
る

も
の
は
な
に
乎
。
其
れ
は
一
去
ふ
迄
も
な
〈
自
己
の
精
神
一

つ
で
あ
り
ま
せ
う
。

慈
父
聖
人
は
北
海
の
寒
島
佐
穂
塚
原
三
味
堂
に
配
流
さ

れ
て
、
降
る
・
写
は
軒
よ
り
高
〈
、
省
電
ひ
ま
な
い
や
う
な

都
生
活
、
而
も
怨
敵
は
充
満
し
℃
を
る
が
、
御
自
身
じ
は

日
本
第
査
の
宮
め
る
も
の
ご
云
は
れ
て
、
其
の
元
気
は
驚

（
ぺ
主
賦
態
て
あ
ら
ま
し
た
。
其
の
字
書
、
共
の
文
字
は

質
じ
龍
蛇
の
走
る
如
く
嘗
時
の
意
気
を
想
見
せ
し
め
る
の

気
慨
が
あ
り
ま
す
、
是
れ
は
何
の
故
で
あ
る
炉
、
を
は
只

其
の
心
h
f
」
法
華
経
の
信
仰
仁
托
せ
ら
れ
た
が
矯
め
に
、
外

な
ら
ぬ
の
で
あ
ふ
り
ま
す
。
斯
る
洪
大
守
る
心
の
力
を
忘
れ

て
世
人
が
専
ら
外
界
仁
幸
一
繭
を
焦
ら
、
満
足
を
求
め
や
’
フ

ご
す
る
の
が
大
な
る
不
用
意
極
ま
る
過
で
あ
り
ま
す
c
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鷹

取

h
u
 

・E
E

’
山

内

慧

戒

鷹
取
山
は
大
捷
越
波
木
井
賞
長
設
が
、
身
延
山
ご
倶
に

宗
組
大
事
人
へ
奉
献
せ
し
山
な
り
、
北
に
身
延
山
ご
相
劃

し
て
、
西
に
は
車
柏
木
川
の
上
に
七
面
の
高
山
あ
り
、
高
は

高
峰
雲
に
蓋
は
れ
、
蛇
ん
T

f
」
・
し
て
遠
〈
駿
河
に
至
る
、
日

本
三
急
流
の
一
な
る
富
士
川
を
境
に
、
天
子
が
昔
、
名
聾

赫
々
た
る
富
士
の
高
嶺
は
、
此
然
と
し
て
東
に
笠
立
す
、

往
年
、
甲
斐
の
領
主
武
田
信
玄
が
、
身
延
に
牙
替
を
築
城

せ
ん
ご
て
、
身
延
山
を
攻
め
・
し
は
、
此
鷹
取
山
あ
る
仁
依

る
歎
。

無
数
の
杉
樹
草
剤
欝
ご
し
て
其
蔭
暗
〈
、
間
蒼
た
る
長
梢

交
仁
垂
れ
、
緑
濃
く
山
勢
念
峻
仁

L
て
華
山
の
難
大
な
k
リ
＠



身
延
山
ご
北
ハ
名
見
れ
、
而
も
事
組
の
十
間
四
百
の
御
背
中

庵
は
鷹
取
の
麓
に
あ
り
し
か
ら
、
欝
蒼
た
る
老
樹
を
見
れ

ば
、
モ
ピ
ろ
じ
六
百
除
年
の
昔
『
北
は
身
延
の
嶺
天
を
戴

き
、
商
は
鷹
取
が
嶺
雲
に
緩
急
、
深
山
守
れ
ば
、
書
は
日

を
見
奉
ら
ず
夜
も
月
を
詠
む
る
こ
ご
争
し
』
と
宗
組
御

在
世
嘗
時
を
偲
ぴ
奉
ら
れ
又
『
後
仁
は
峨
冷
た
る
深
山
鐙

え
て
梢
に
一
乗
の
果
を
結
び
、
下
校
に
鳴
く
蝉
の
一
菅
滋
〈

前
に
は
湯
冷
た
る
流
水
港
へ
て
、
賞
相
真
如
の
月
浮
び
無

明
深
重
の
関
晴
れ
て
、
法
性
の
忠
一
仁
雲
も
杏
し
。
然
れ
ば

吹
く
風
も
ゆ
る
「
木
立
・
も
流
れ
水
の
一
品
目
ま
で
、
此
山
に
妙

法
五
字
を
唱
へ
ず
ど
一
式
ム
乙
さ
な

L
』
の
文
を
拝
せ
ば
、

身
延
の
山
の
み
に
限
ら
や
’
鷹
取
山
の
木
草
も
倶
に
、
深
く

y＼
豊
一
組
の
『
書
は
終
H
一
乗
妙
血
（
を
論
談
し
、
夜
は
一
克

夜
要
文
語
持
の
韓
』
仁
接

L
有
情
悲
情
悉
皆
成
備
の
果
を

証
得
し
、
相
に
は
一
一
帯
の
果
ぞ
結
び
居
る
な
ら
ん
、
東
麓

に
は
一
恋
慕
瀧
あ
り
、
英
世
陣
敷
町
下
は
、
身
延
の
総
門
に
・
し

で
、
塾
組
披
木
井
訟
の
針
面
石
の
古
跡
あ
り
、
山
名
異
さ

一
式
へ
ざ
も
、
身
延
山
と
倶
に
彼
山
も
亦
霊
山
の
一
一
分
を
威

す
ご
謂
ふ
べ

L
、
身
延
川
ι
ザ」踊

τ、
，
・
相
新
総
耳
せ
る
彼
山
を

徹
せ
ば
、
延
山
風
光
亦
卒
影
を
失
せ
ん
敗
、
身
延
の
山
は

脚
か
高
〈
鷹
取
は
少
し
ぐ
仮
乙
、
両
者
恰
も
姉
妹
の
問
仁

あ
る
γ
と
を
、
叉
身
延
山
を
震
鷲
山
に
擬
す
ご
せ
ば
、
彼
の

山
は
鷹
取
山
と
言
ふ
を
以
て
、
自
ら
両
山
鷲
鷹
の
関
係
あ

る
も
の
〉
如
し
。
こ
れ
両
φ
烏
中
の
勇
守
る
も
の
、
是
高

岳
仁
秀
る
表
象
歎
P

鷲
の
山
風
ゆ
き
こ
ふ
て

前
に
鷹
取
笠
へ
て
お
ワ

経
へ
ぬ
御
法
の
六
百
年

御
山
の
深
志
い
や
ま
し
ぬ

務

春

升唱二
事事

亮

遠

ぬ
れ
で
も
ね
ま
し
悲
の
し
づ
〈
仁
、
ご
む
か
し
人
の
い

ひ
け
ん
、
春
の
夜
も
や
う
／
＼
に
し
ら
み
わ
た
b
ぬ
、
よ

ろ
づ
、
た
ぼ
λ
の
夜
よ
り
ぬ
付
出
た
る
や
ヨ
に
て
、
東
の

山
、
白

3
う
す
衣
う
も
か
つ
ぎ
℃
、
ま
に
夢
詰
め
や
ら
ぬ

絞
h
k

と
た
か
し
。
せ
ん
志
い
の
花
、
た
w
h

ほ
の
白
く
打
か

す
み
て
、
そ
こ
ど
も
わ
か
ぬ
下
か
げ
に
下
り
た
つ
れ
ば
、

鳥
の
羽
ふ

3
か
朝
風
に
か
、
は
た
り
と
、
我
が
袖
仁
落
つ
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